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本報告書年度である 2015 年 4 月に子ども発達科学研究センター（以下、子どもセン
ター）は設立 10 年を迎えた。子どもセンターは当初、独立行政法人日本科学技術振興機
構（JST）の「脳科学と社会」計画型研究開発「日本における子供の認知・行動発達に影
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約」が締結され、研究協力事業が開始された。具体的な事業としては、2008 年 4 月よ
り、郵送による任意の「乳児後期アンケート」が実施され、同年 6 月より、アンケー
ト結果をもとにしたフォロー事業として「すくすく相談会」が開始された。そして、
「10 か月児アンケート健康診査及びフォロー事業に関する委託」が 2009 年度から 2012
年度までの 4 年間継続された。この研究は、「西宮市 10 か月児健康診査（個別健診）」
として吸収され、発展的に解消された。
この西宮市の乳児に対する全数調査データ（2008 年度から 2012 年度まで 5 年分、
年間約 5,000 名）と、同児が「1 歳 6 か月児健康診査」、「3 歳児健康診査」を受診した
際に実施された任意のアンケート調査によって得られた追跡データ（2008 年度「乳児
後期アンケート」より 3 年分）に関して、「乳幼児の追跡調査に関する委託研究契約
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⑥研究成果の地域への還元






























2015 年度から始まった本プロジェクトは 2 年目となり、具体的な調査研究がコン
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すくすくコホート三重では、小学校 4 年生、5 年生の協力者に、1、2 月に郵送調
査を実施した。5 年生には任意で唾液調査（DNA メチル化測定）への協力を、質問
票送付と同時にお願いした。
武庫川チャイルドスタディでは、夏休みに小学 2 年生の WISC 知能検査、唾液調
査（アミラーゼ、コルチゾールの測定（任意））を含む観察調査を実施した。また、
3 学期には、小学校 3 年生の郵送調査を実施した。今年度も個別の発達相談にその
都度対応している。
武庫川チャイルドスタディにおける唾液調査は任意であったにもかかわらず、協
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学ぶ会は、武庫川女子大学学術交流館 1 階会議室を利用して、おおむね月 1 回、
1） 笹森理恵　岩永竜一郎　澤江幸則　中井明則　河合優年（2015）．不器用な子どもたち―発達性協調
運動障害という視点からの理解と支援―．日本子ども学会学術集会第 12 回子ども会議抄録、13-16.
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1 5 月 23 日 不器用さについて
感覚と運動の協調と
いう視点からの捉え方
河合優年、石川道子 9 名 0 名






18 名 0 名







23 名 1 名







33 名 0 名
5 10 月 31 日
幼児期の
身体発達の特徴
幼児運動能力調査 長岡雅美 21 名 0 名
6 12 月 12 日 事例検討①
身体の使い方の違和感
をチェックする
石川道子 11 名 1 名
7 1 月 9 日 事例検討②
ルール理解など認知面
からのアプローチ
石川道子 18 名 0 名
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???発達障害の子は、覚えるのに時間がかかる。覚えるのに 1 年かかれば、その 1 年
は学習が伸びない。できれば、足し算・引き算、繰り上がり、繰り下がり、さらに
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